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１．絶滅危惧種オガサワラグワ

　東京の南1,000Kmに位置する小笠原諸島は、一

度も大陸と地続きになったことがない海洋島で、

独自に進化した固有種が数多く生息していること

で有名です。オガサワラグワも小笠原諸島の固有

種で、かつては小笠原諸島の原生林（湿性高木林）

を構成する主要な樹木でした。しかし、木目が緻密

で美しいため、高級材として取引きされ、開拓初期

にほとんどが伐りつくされました。残された個体

も移入種のアカギやシマグワの影響で存続の危機

に陥り、絶滅危惧種となってしまいました。そこ

で、林木育種センターでは、組織培養技術を利用

し、クローンの生息域外保存を進めてきました（写

真１）。今では、現存個体の約7割をクローン保存

するに至っています。

２．オガグワの森プロジェクト

　小笠原諸島は、戦後米国統治下に置かれ、昭和

43年に日本に返還されました。平成30年は返還

50周年にあたり、さまざまな記念事業が行われま

した。「オガグワの森プロジェクト」もその一つで、

父島の村有林を整備し、村民の手でオガサワラグ

ワを植栽し、育成していくことで、小笠原の自然を

身近に感じてもらおうというものです。このプロ

ジェクトのために、林木育種センターと小笠原村

は覚書を締結し、生息域外保存しているオガサワ

ラグワの苗木を里帰りさせることとしました。小

笠原諸島は固有生物の宝庫であり、土付きの苗木

を持込めないなど多くの制限があるため、組織培

養苗から無菌発根苗木を作成し、それを小笠原に

運び、約1年かけて馴化・育成しました（写真２）。

３．植樹会

　平成３０年１２月９日に、里帰りした苗木を植

栽のために整備していた区画に植栽しました。植

樹会には、島民と関係スタッフ合わせて100名近

くが参加しました（写真３）。１２月とはいえ亜熱

帯の小笠原はとても暑く、滴り落ちる汗をぬぐい

ながら楽しく約70本を植栽しました（写真４）。こ

れからしばらくの間は水やりなどの手入れが必要

となりますが、今後、立派なオガグワの森になるこ

とが期待されます。

 （遺伝資源部　探索収集課　磯田　圭哉）
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写真２　小笠原で馴化・育成された苗木

１．はじめに

　林木育種センターは、太平洋共同体（以下、SPC

という。）と「防風効果の高いテリハボクの育種研

究」を進めています。

　本年1月、SPC加盟国であるソロモン諸島国及

びフィジー共和国に出張し、テリハボク等の育種

事情等を調査しました。

２．ソロモン諸島国

　ソロモン諸島国（以下、「ソロモン」という。）にお

ける林業は、同国の総輸出額の50％以上、国家歳

入の30%以上を占める主要産業です。輸出される

木材は、大半が天然林由来の原木丸太です。しか

し、天然林資源の減少が深刻であり、人工林施業の

推進が求められています。ソロモンの主要な造林

樹種は、チーク、マホガニーやユーカリなどの早生

樹です。同国では、森林の90%以上が民地であり、

民有林造林が主体となるという特色があります。

　一方、ソロモンでは、集落が主として島々に囲ま

れた内側に位置し暴風や高波から守られているこ

と、また、国の禁伐政策によって保護されたマング

ローブ林が一定の防潮機能を発揮していることか

ら、防風・防潮林造成に対する国民の関心はあまり

高くないとのことでした。

　テリハボクについては、1990年代には産地試験

が行われていましたが、研究は中断され、現在は当

時の資料が残っていないとのことです。しかしな

がら、材が建材として使われ、薬用等に種子油を販

売していたこともあり、今後、生計向上や気候変動

適応策としての防災に寄与するテリハボク植林に

対する潜在的な需要は高いと考えられます。

３．フィジー共和国

　フィジー共和国（以下、「フィジー」という。）の人

工造林は、民間企業が主体で進めており、主な造林

樹種はカリビアマツやスラッシュマツです。政府

主導の造林は、マホガニーやサンダルウッドなど

の広葉樹を中心に進められています。

　フィジー森林省は、今後４年間で400万本の植

林を目指すこととしており、海岸部では、防風林造

成を目的としてテリハボク等の植林を行っていま

す。

　このため、同省はテリハボクをはじめとする造

林樹種の試験地の設定や苗畑施設の改善に高い関

心を持っており、また、これらの取組を推進する上

で、森林省の研究開発部門の強化が課題とのこと

でした。

（海外協力部  西表熱帯林育種技術園  楠城  時彦）

海外育種事情調査
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小笠原諸島返還５０周年記念事業

「オガグワの森プロジェクト」植樹会


